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入札・契約方式の実施状況
･令和７年度は、約９８％の工事を一般競争入札で実施。
･指名競争については、入札不調による再公告や、参加者確認型契約方式となって
いる。
･随意契約については、自然災害による応急復旧工事やダム、トンネル工事の後工
事などとなっている。

【令和6年度工事契約件数】

１

（契約金額：百万円）

※予定価格1000万未満を除く、1-3月は見込み※予定価格1000万未満を除く

■工事契約件数 ※予定価格1000万未満を除く、R7年度は1-3月は見込み

※一般競争入札方式：資格要件を満たす者のうち、競争の参加申し込みを行った者で競争を行わせる方式であり、競争参加者の設定方法の選択に当たっては、原則一般競争入札方式となる。

【令和7年度工事契約件数】

一般競争

979件
98.3%

指名競争

6件
0.6%

随意契約

11件
1.1%

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

件数 割合 契約金額 件数 割合 契約金額 件数 割合 契約金額 件数 割合 契約金額 件数 割合 契約金額

一般競争 970件 99.0% 179,444 908件 98.8% 164,629 922件 99.1% 156,076 900件 97.2% 185,169 979件 98.3% 178,727

指名競争 2件 0.2% 327 1件 0.1% 31 0件 0.0% 0 4件 0.4% 517 6件 0.6% 789

随意契約 8件 0.8% 310 10件 1.1% 1,282 8件 0.9% 44,616 22件 2.4% 5,151 11件 1.1% 13,460

合計 980件 100.0% 180,081 919件 100.0% 165,942 930件 100.0% 200,691 926件 100.0% 190,836 996件 100.0% 192,976



総合評価落札方式の発注率
○令和７年度の競争入札方式における総合評価落札方式の実施率は約１００％となって
いる。

【総合評価方式 発注率の推移】
（件数ベース）

【総合評価方式 発注率の推移】
（金額ベース）

２

※随意契約を除く、R7年度は1-3月は見込み

（契約金額：百万円）■工事契約件数 ※予定価格1000万未満、随意契約を除く、R7年度は1-3月は見込み

※総合評価落札方式：価格と価格以外の要素（品質など）を総合的に評価して落札者を決定する方式となる。

※随意契約を除く、R7年度は1-3月は見込み

4件 6件 789517

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

件数 契約金額 件数 契約金額 件数 契約金額 件数 契約金額 件数 契約金額

競争入札の件数 972件 179,770 909件 164,660 922件 156,076 904件 185,686 985件 179,516

価格競争 総合評価 970件 179,444 908件 164,629 922件 156,076 900件 185,169 979件 178,727

価格競争 2件 327 1件 31 0件 0 4件 517 6件 789

発注率 99.8% 99.8% 99.9% 100.0% 100.0% 100.0% 99.6% 99.7% 99.4% 99.6%



総合評価落札方式におけるタイプ別実施状況
○令和７年度の総合評価タイプ別件数
・施工能力評価型Ⅰ型 ８８件（約９％） ・施工能力評価型Ⅱ型 ８６１件（約８８％）
・技術提案評価型Ｓ型※ ３０件（約３％）

【総合評価方式発注件数 推移】 【令和7年度タイプ別契約割合】

３

R7年度1-3月は見込み R7年度1-3月は見込み

※技術提案評価型SⅠ型含む(２件)

総合評価タイプ 分類

施工能力評価型(Ⅰ型) 工事技術的難易度Ⅲ以下、かつ予定価格が３億円以上８.１億円未満の工事において、技術的な工夫の余地が小さい工事を対象

施工能力評価型(Ⅱ型) 工事技術的難易度Ⅲ以下、かつ予定価格が３億円未満の工事において、技術的な工夫の余地が小さい工事を対象

技術提案評価型(S型) 工事技術的難易度Ⅱ～Ⅵ技術的な工夫の余地が大きい工事を対象に、発注者が示す標準的な仕様に対し、施工上の工夫等の技術提案を求めるもの

技術提案評価型(SⅠ型) 工事技術的難易度Ⅱ～Ⅵ技術的な工夫の余地が大きい工事を対象に、発注者が示す標準的な仕様に対し、競争参加者から、一定の範囲内で費用を計上するこ
とを前提として、軽微な設計図書の変更を許容した技術提案を求めるもの



総合評価(WTO) 総合評価(ＷＴＯ対象外) 合計
R03年度 23 (2.4%) 947 (97.6%) 970
R04年度 19 (2.1%) 889 (97.9%) 908
R05年度 18 (2.0%) 904 (98.0%) 922
R06年度 13 (1.4%) 887 (98.6%) 900
R07年度 16 (1.6%) 963 (98.4%) 979
前年度比 3 (3.8%) 76 (96.2%) 79

1-3月

備　　考

総合評価落札方式におけるWTO別実施状況

※WTO工事対象額：R2-3年度：6.9億円以上、R4-5年度：6.8億円以上、R6-7年度：8.1億円以上

○総合評価落札方式の件数は、令和６年度と比べ、７９件増加
○令和６年度と比べ、WTO対象工事は３件増加、WTO対象外は７６件増加

４

■工事契約件数

【総合評価におけるWTO・WTO対象外件数 推移】

年度



一般土木 維持修繕 舗装 鋼橋 PC 建築 機械 通信 電気 冷暖房 法面 造園 Co 受変電 塗装 さく井 浚渫 橋梁補修 港湾 計

R3年度 421 173 56 10 8 13 23 63 20 2 8 15 15 4 55 2 0 13 69 970

R4年度 417 160 48 18 4 10 20 51 22 5 9 17 10 7 39 3 0 25 43 908

R5年度 396 161 90 9 4 11 14 50 18 2 4 16 13 10 40 1 0 30 53 922

R6年度 370 152 73 7 5 12 31 53 13 2 11 17 8 15 45 3 0 33 50 900

R7年度 406 157 67 7 7 14 32 69 26 8 14 19 11 12 47 5 0 29 49 979

R7年度構成比 41.5% 16.0% 6.8% 0.7% 0.7% 1.4% 3.3% 7.0% 2.7% 0.8% 1.4% 1.9% 1.1% 1.2% 4.8% 0.5% 0.0% 3.0% 5.0% 100.0%

総合評価落札方式における工事種別の実施状況

○総合評価落札方式（実施件数９７９件）のうち工事種別の発注件数は、一般土木の割合
が近年同様に最も多く、全体の４１.５％である。

５※予定価格1000万円未満を除く、R7.1～3月は見込み

■工事契約件数

【工事種別契約件数 推移】

年度



最大:92.0%最小:85.3%
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94.5%
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90.6%

総合評価落札方式における落札率の分布
○平均落札率は令和６年度よりも少し高くなっている傾向である。
○平均落札率の分布は、令和６年度と比べ、調査基準価格付近の割合が少なく、落札率が
高い分布となっている。

■令和７年度

６

※予定価格1000万未満を除く
R7年度は12月末までの契約工事

※落札率＝契約額／予定価格
※平均落札率＝Σ落札率/Σ工事件数
※平均調査基準価格率
＝Σ調査基準価格／Σ入札価格

※最大調査基準価格率
＝調査基準価格率が最大の工事

※最小調査基準価格率
＝調査基準価格率が最小の工事

※総合評価のみ

最大:92.0%最小:82.4%
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■令和６年度



令和7年度全タイプ（257件） 令和7年度技術提案評価型Ｓ型（13件※）

令和7年度施工能力評価型Ⅰ型（18件） 令和7年度施工能力評価型Ⅱ型（226件）

総合評価落札方式における落札者の分布
○「技術提案評価型S※型」では最高得点者かつ最低価格者以外の者が落札する割合が高い。
○「施工能力評価型Ⅰ・Ⅱ型」では最高得点者かつ最低価格者の者が落札する割合が高い。

７※令和7年4月～12月契約工事（1者応札除く）

※技術提案評価型SⅠ型も含む(２件)

(件)(件)

(件)(件)



906件 886件 890件 895件

463件
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不調不落発生状況の推移（全工種）

契約件数 不調不落 発生率

（件）
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発注件数 不調・不落件数 不調不落発生率

一般土木

14件

As舗装
3件

建築

1件電気設備

3件

暖冷房

3件

維持修繕

5件

機械設備

3件

受変電設備

1件

橋梁補修

2件

一般土木

3件

As舗装
1件

暖冷房

1件

塗装

1件

不調・不落の工種別発生件数内訳

41件
不調：35件
不落：6件

工事における不調・不落発生状況

○Ｒ７.１２月時点での不調・不落の発生率は８．１％となっている。
○工種別では建築、設備工事での発生率が高い。

不調・不落発生状況の推移（R3～R7.12月／全工種）

不調・不落の発生状況（R7年度／工種別）

８

不調・不落の工種別発生件数内訳（R7年度）



・令和６年度の総合評価委員会において、若手技術者の担い手確保や若手技術者の育成・定着を図るため、評価項目のうち、「技
術者の能力等」において配置予定技術者の同種工事の実績における従事した技術者の『役職・立場』を評価しないことで配点に差
をつけないこととしており、見直し結果の中間報告をとりまとめたものである。

評価基準 配点

より同種性が高い工事において、監理（主任）技術者、
特例監理技術者あるいは現場代理人として従事

９．０

より同種性が高い工事において、監理技術者補佐あるい
は担当技術者として従事、または、同種性が高い工事に
おいて、監理（主任）技術者、特例監理技術者あるいは
現場代理人として従事

６．０

同種性が高い工事において、監理技術者補佐あるいは担
当技術者として従事、または、同種性が認められる工事
において、監理（主任）技術者、特例監理技術者あるい
は現場代理人として従事

３．０

同種性が認められる工事において、監理技術者補佐ある
いは担当技術者として従事

０．０

評価基準 配点
より同種性が高い工事の施工経験あり ６．０

同種性が高い工事の施工経験あり ３．０

同種性が認められる工事の施工経験あり ０．０

■技術提案評価型（Ｓ型・段階的選抜方式）の場合
令和６年度まで

令和７年度から

対象：技術提案評価型（Ｓ型）、施工能力評価型（Ⅰ型）
若手技術者の育成・定着の取り組みに向けた見直し結果（中間報告）

見直し内容

４件
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９件
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４件
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R4～R7若手技術者の申請状況
【技術提案評価型S型(WTO･段階選抜方式)、施工能力評価型Ⅰ】

申請人数(若手(40歳以下)) 申請人数(若手以外)
若手比率(若手/申請人数) ９

10.8％

9.5％

13.7％

24.6％若手技術者の
申請率が上昇

参考



総合評価委員会の審議状況（工事）

１０

専門部会 工種 入札契約方式 総合評価
タイプ

R7
件数

河川部会

一般土木
一般土木
一般土木
鋼橋上部

一般競争（ＷＴＯ）
一般競争（ＷＴＯ）
一般競争（ＷＴＯ）
一般競争（ＷＴＯ以外）

技術提案評価型段階選抜方式（Ｓ型）
技術提案評価型段階選抜方式（ＳⅠ型）
技術提案評価型（Ｓ型）
技術提案評価型（Ｓ型）

１
１
２
１

小計 ５件

道路部会

一般土木
鋼橋上部
PC橋
一般土木
鋼橋上部

一般競争（ＷＴＯ）
一般競争（ＷＴＯ）
一般競争（ＷＴＯ）
一般競争（ＷＴＯ以外）
一般競争（ＷＴＯ以外）

技術提案評価型段階選抜方式（Ｓ型）
技術提案評価型（ＳⅠ型）
技術提案評価型（Ｓ型）
技術提案評価型（Ｓ型）
技術提案評価型（Ｓ型）

１
１
２
１
２

小計 ７件

港湾空港部会

港湾土木
港湾土木
港湾等しゅんせつ
港湾等しゅんせつ

一般競争（ＷＴＯ）
一般競争（ＷＴＯ以外）
一般競争（ＷＴＯ）
一般競争（ＷＴＯ以外）

技術提案評価型（Ｓ型）
技術提案評価型（Ｓ型）
技術提案評価型（Ｓ型）
技術提案評価型（Ｓ型）

５
７
１
１

小計 １４件

営繕部会 建築 一般競争（ＷＴＯ） 技術提案評価型（Ｓ型） １
小計 １件

機械電通部会
機械設備
電気設備

一般競争（ＷＴＯ）
一般競争（ＷＴＯ以外）

技術提案評価型（Ｓ型）
技術提案評価型（Ｓ型）

１
１

小計 ２件

合計 ２９件

参考

※件数は、12月までの実績+1～3月予定


